
藤原宮東方官衡地域の調査 Ⅱ (第29-3次ほか)

(昭和55年 5。 8月 )

高殿町において,農業用倉庫 の建設 に伴 う一連の事前調査を実施 した。藤原

宮朝堂院の東方 150m付近にあるこれ らの調査地 には,宮 の官衝建物 の存 在 が

想定 されてい る。調査件数 は 6件 を数えるが, この うち藤原宮期の遺構を検出

した第29-3次 ,同 10次 ,同 11次 調査についてその概要を述べ る。

第29-3次調査  調査地は,報恩寺の南西40mの 水田で,東一坊大路の宮

内延長部 にあたるため,東西に長い調査区を 2カ 所 に設けた。調査地の層序 は,

上か ら耕土,床土,灰褐色粘質砂土 (地 山)の順 にな り,地表下 0.4mの地山

面で遺構 を検出 した。調査の結果,大路の痕跡を認めることはできなか つたが ,

東調査区において藤原宮期の建物の一部 を明 らかにす ることがで きた。

藤原宮期の掘立柱建物 SB 2892に ついては,東西 2間,南北 1間 分を確認 し

た。建物の棟方 向,規模は不明である。柱掘形の平面形は一辺約 lmの 方形を

な し,深 さは 0.8mあ る。柱はいずれ も抜取 られているが,柱 間寸法は約 2.7

m等間に復原で きる。 この建物 と本調査地の北方35mで 検 出された掘立柱建物

SB 2370(第 23-4次調査,概報 9)と は,柱間寸法,柱掘形の規模・ 形状が

共通 しているので,両者は同一官衡 に配置 された建物 と考え られよう。

第 29-10次 調査  調査地は,第 29-3次調査区北方170mの宅地である。
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第29-3次調査遺構配置図 (1:200)
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第29-10次 調査遺構配置図 (1:200)

黄褐色土 (地 山)の 順であ り,床土 と地山の間には,薄 い中世の遺物包含層が

部分的に認め られ る。土層の堆積状態は,調査地周辺が中世以前 に地山に達す

る削平を うけたことを示 している。

遺構 はすべて地表下 0.4mの地山上面で検 出 した。藤原宮期 の唯―の遺構で

あるSD 2925は ,東一坊大路の東側溝 と考え られ る南北溝である。上部を大 き

く削 られてお り,か ろうじて底面近 くが遺存す る。幅 0.8m,深 さ 0.lmあ り,

溝底 には砂が堆積す る。溝内か らは少量の上器 とともに,砂岩 の切石 2点 が出

上 した。 この溝心の座標を もとに,東一坊大路を 5丈 幅 と想定 して朱雀大路 ま

での道路心々距離を算 出すると,約 269.7mと な り, ほぼ一 坊 (900尺 )に 近

い数値が得 られ る。 また SD 2925を 仮 に東側溝 とす ると, SD 2925以 西 は宮に

先行 して造 られた東一坊大路の路面 とな り, その西側溝は調査区外にあること

になる。藤原宮期以外の遺構 には,古墳時代 と中世の上壊がある。古墳 時代の

上墳 SK 2933は ,径 0.7m,深 さ 0.8mの規模である。 土壊の底か らは完形 の

布留式上器甕 2点 が出上 した。 SK 2926～ 2932は , 中世の土墳群である。 上壊

群の性格 は不明であるが, その形態か ら,浅 い皿状 の上壊 SK 2930～ 2932と
,

方形 の深い土壊 SK 2927～ 2929の 2つ の タイプに分かれ る。土墳か らは13世紀

に位置付 け られ る瓦器椀・ 土師器皿 が出上 している。

なお,本調査区の北方約60mの水 田で,第 29-■ 次調査を行 った。調査の結

果,藤原宮期の南北溝 SD 2937,柱 根の残 る小柱穴 1な どを検 出 したが,調査

区が狭小なため,遺構の性格などを充分明 らかにす ることがで きなか った。今

後,周 辺地域 の広範 な調査が期待 され る。
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